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要要要要    旨旨旨旨 

本研究は中国の大学生の日本語学習動機に関する研究である。日中交流の拡大及びポッ

プカルチャーの影響により、中国の日本語学習者数は増加し、2009 年に約 365 万人に達

した。そのうち、6 割以上が大学で日本語を学習している。学習者数の増加に伴って多様

化しつつある学習目的と学習動機に対して、教育側の対応が遅れていることが指摘される。

学習動機は時間の推移に伴い変容するが、中国の日本語学習者の学習動機に関する研究で

は、学年による動機の差異を反映する研究が見られない。そこで、学年別に大学生の日本

語学習動機を調べることを本研究の目的とした。 

 稿者は自分の日本語学習経験から、様々な出来事による学習意欲の変化を実感していた。

日本語教育において、学習意欲に影響を与える要因を明らかにすることは、学習動機を高

める方法を見出すために重要であると考える。そこで、大学生の日本語学習継続要因を探

ることを本研究のもう 1 つの目的とした。 

 先行研究を考察した結果、「外発的動機」と「内発的動機」は厳密に区別することができ

ないと判断した。さらに中国の大学において、学年による日本語学習動機の差異は「道具

的動機」にあると予測されるので、本研究では、学習動機の学年による差異を明らかにす

るために、「統合的動機」「道具的動機」「誘発的動機」の 3 つに限定し、アンケート調査

を実施した。学習動機をダイナミックなものとして捉え、時間の経過につれて動機の変容

を表すという特徴があるため、学習者の学習経験から学習継続要因を探る際、「過程志向ア

プローチ」を用いた。学習者に、学習意欲の変動にかかわる学習経験を振り返らせるため、

岩本（2010）と Murphey et.al.（2004）を参考に、質問項目を作成し、インタビュー調

査を実施した。 

 本研究の調査は 2011 年 10 月中旬に行われた。中国の K 大学の日本語学部に在籍して

いる学生 256名にアンケート調査を実施した。さらにこの 256名のうち、高学年(3,4年生)7

名にインタビュー調査に対して協力してもらった。アンケート調査のデータは低学年(1,2

年生)と高学年(3,4 年生)の 2 グループにわけ、因子分析を行って、低学年と高学年の分析

結果を比較・分析した。インタビュー調査の録音データを文字化して、「過程志向アプロー

チ」により、「行動段階」と「行動後段階」に注目し、「解釈的アプローチ」を用いて、学

習意欲の変容と学習継続要因について分析した。 

 因子分析の結果は以下のとおりである。1) 高学年の因子数は低学年より多い、2)高学年

の道具的志向は低学年より明確である、3)統合的動機の内容について、低学年では日本語

や日本の大衆文化に対する興味が主であるのに対して、高学年では日本全体に対する興味

が主である。一方、インタビューデータの分析から、学習者の学習意欲は「自己効力感」

「達成感」「競争意識」「日本滞在願望」と「無力感」に大きく左右されることがわかった。 

 分析結果に関して考察を深めた結果、学習動機変容の特徴は以下のようにまとめられる。

学年が上がるにつれて 1)学習動機が緩やかに変容する、2) 道具的動機が明確化する、3)

統合的動機が拡張していく。したがって、教師側が授業内容について考えるとき、学習動

機の変容を考慮する必要があると示唆された。分析により明らかにされた 5 つの学習継続

要因のうち、「自己効力感」、「達成感」と「無力感」は関連があると考えられ、その関連性

について考察を試みた。考察の結果、日本語学習において成功体験が学習継続上非常に重



要であることがわかった。そこで、学習者の学習意欲を維持・強化させるには、困難な課

題を複数の容易な課題に分けるような活動提示の仕方が教師に求められる。そのほか、倉

八(1993)が指摘するように、自己効力感を感じさせるため、プロジェクトワークを提案す

ることができた。さらに、コンテストや試験などという活動は学習者に競争意識を呼び起

こさせることにより、学習継続に積極的に働きかける。また、教師は元学習者、情報提供

者、学習支援者として、日本就職・留学に関する情報を提供したり、学習を支援したり、

学習者を励ましたりすることが期待される。 

 研究の結果において、調査で明らかにされた具体的な学習動機の変容、および学習継続

に関わる諸要因などは教師へ貴重な情報を提供できる。さらに、研究結果に基づき、中国

の大学における日本語教育カリキュラムの改善を提案するができる。本研究は量的調査と

質的調査を併用し、総合的な考察を行った点は、これまでの先行研究に、新たな方法論を

提示できた。日本語を副専攻とする学習者の増加が今後の動向であると考え、このような

学習者の学習動機と学習継続要因に対する調査を今後の課題とする。そして学習継続要因

だけでなく、具体的な教室活動が学習意欲に及ぼす影響について調査したい。 
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